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はじめにはじめにはじめにはじめに    
   

今日，生涯学習意欲の高まりや情報環境の変化などの大きな社会
的潮流の中で，図書館の資料・情報提供機能の充実が，ますます重
要になっています。また，少子・高齢化社会の進行やバリアフリー
社会の進展により，市民の最も身近な学習施設として，図書館には
より一層利用しやすい施設づくりが求められています。 
これまで，本市においては，中央図書館や地区図書館の建設，区
民センターや地区センター図書室の設置をすすめ，さらに，これら
の施設のオンライン化による図書館サービス網の整備に努めてまい
りました。 
今後は，ますます多様化・高度化する情報社会に対応するために，
このサービス網の再整備を行い，図書館機能の向上を図ることが重
要となっています。 
図書館が地域社会の住民の生活をより豊かにし，新しい時代を支
えるサービスの充実を目指していくために，このたび「札幌市図書
館ビジョン」を策定いたしました。 
このビジョンに基づく諸施策の推進にあたっては，多くの市民の
方々や，大学図書館，専門図書館，他市公立図書館，公的・民間の
各種の情報・資料提供機関などとの連携が必要となりますことから，
ぜひご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
おわりに，ビジョンの策定にあたり，貴重なご意見をいただきま
した「札幌の図書館を語る懇談会」の皆様をはじめ，ご協力いただ
きました方々に心よりお礼申し上げます。 
 
 

        札幌市教育委員会 
                教育長  土 橋  信 男 
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Ⅰ 図書館ビジョンの意義 
 
生涯学習社会や高度情報通信社会の進展，少子化・高齢化の進行など，近
年の社会・経済の変化により，身近な情報拠点としての図書館に対する市民
の情報要求の多様化・高度化がますます進んでいる。 
札幌市民が自ら学び，考え，創造するより豊かな市民生活を，将来にわた
って支えていくために，図書館には思想・文化・技術など知の財産を組織化
し，迅速かつ的確な提供を行う機能がより一層求められている。 
そのために，新たな情報技術の積極的な導入，本市図書館施設の有機的な
役割分担，大学図書館・専門図書館など他の情報機関との連携と協力，情報
と市民とを結ぶ職員の育成，市民参加による図書館の運営など，これからの
時代の変化に柔軟に対応できる図書館サービスのあり方について検討を進め，
それを実現していくことが必要である。 
このビジョンは，平成 12年度に実施した「札幌市図書館利用者アンケート
調査」の結果及び「札幌の図書館を語る懇談会」の提言『札幌の図書館のあ
り方について』（平成 13 年 3 月）を踏まえ，また『公立図書館の設置及び運
営上の望ましい基準』（平成 13 年 7 月）及び旧文部省生涯学習審議会の答申
等に沿って，市民の生涯学習を支え，知識と情報を発信する図書館を目指し，
総合的な見地から，時代の変化に対応した本市図書館の機能整備の方向を示
し，その実現に向け，時宜を得た施策を進める指針として策定する。 
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Ⅱ 現状 
 
１ 札幌市の図書館の取組み 
本市の図書館は，昭和 25年の図書館法の施行に伴い，同年，札幌市図書

館条例を公布し，「市立札幌図書館」として札幌市時計台の中に開館した。 
以来，市の発展と人口の増加に伴い，昭和 54年から，新札幌長期総合計
画に基づき 1 区に 1 図書館を設置し，その後の分区にあわせて曙，厚別，
清田の各図書館を建設してきた。 
この間，中央図書館を北海道教育大学跡地である現在地に新築移転する
一方，図書館サービス網の構築を図るため，住民の身近なサービス・ポイ
ントとして区民センター図書室・地区センター図書室を整備。また，これ
と並行してコンピュータの導入による図書館施設のオンライン化を推進し，
迅速で機能的な図書館システムを構築。このような大規模なオンライン化
により，システム化されたサービス拠点を整備し，図書館業務の機能の充
実を図ってきた。 
さらに，一般図書の充実はもとより，AV資料や外国語資料の収集，郵送

貸出の実施，図書館資料等の無償譲渡の実施，展示事業や講演会等の図書
館行事の積極的な展開など，多様化する利用者のニーズに対応したサービ
スの拡大と充実を図ってきた。 
特に，第 3次札幌市長期総合計画第 3次 5年計画においては，「中央図書
館図書等整備」及び「中央図書館書庫整備」による資料の集中的収集・整
理の実施，「子どもの森整備」による児童サービスの向上，札幌広域圏図書
館情報ネットワーク事業による他市町村図書館との連携の強化，地区セン
ター図書室の整備などの事業を実施してきた。これにあわせて，参考調査
部門の体制強化，中央図書館の開館時間の延長など図書館サービスの基盤
整備を行った。 
現在，中央図書館をはじめとして地区図書館９館，区民センター図書室
７室，地区センター図書室 16 室，図書コーナー６箇所，計 39 の図書館施
設を配置している。また，平成 13年 3月末におけるこれら全ての施設の蔵
書冊数は約 1,980 千冊，年間貸出冊数は約 4,810 千冊で，市民 1 人あたり
ではそれぞれ 1.09冊，2.6冊となっている。 
また，平成13年度からは，一部祝日の開館や図書整理日の見直しを行い，
市民がより利用しやすい図書館を目指した施策を推進している。 
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２ 社会的背景の変化 
(1) 生涯学習社会・余暇時間の増大 
近年，自由時間の増大，高齢社会への移行，高度情報通信社会の進展，
産業構造の変化など，社会的変化が急速に進行しており，それと同時に，
市民が生涯にわたって学習し向上できる機会と情報が必要とされている。 
学校教育では，週五日制の導入により児童・生徒の校外での学習の機
会も増大することが見込まれ，また，平均寿命の伸びにより高齢期にお
ける豊かな時間の過ごし方にも大きな関心が持たれている。さらに，急
激な情報化等により新たな専門知識・技術も求められている。このよう
な社会の変化にあわせて，市民の学習環境の充実を図るものとして生涯
学習社会における基盤整備が要請されている。 
本市においては，本格的な生涯学習の時代に対応するため，平成 7 年
に「生涯学習推進構想」を策定し，平成 12年には生涯学習の拠点施設と
して生涯学習センター（「ちえりあ」）を建設した。 
旧文部省においても，平成 8 年の生涯学習審議会答申『地域における
生涯学習機会の充実方策について』では，図書館を含めた社会教育施設
は生涯学習振興の上で重要な役割を担う存在であり，一層の機能の充実
と活性化が求められている，としている。 
このような生涯学習社会の進展の中で，図書館は，市民の最も身近な
情報源として，学習を支援する役割がますます重要になっており，生涯
学習社会を支える大きな柱として，その機能の充実が期待されている。 

 
(2) 少子化社会・高齢化社会・ノーマライゼーション 
出生率の低下による年少人口の減少と核家族化の進行により，年齢の
異なる子ども同士の交流機会の減少や青少年の社会性の低下傾向等が指
摘されている。このため，地域社会の中で，子どもを感性豊かに育てる
ための教育環境・学習環境づくりや，子育てを支援する各種事業を総合
的に実施することが望まれている。  
図書館においては，子どもたちの発育・成長に応じて，調べる楽しさ
と知る喜びを培う読書環境の整備とそれを支援する職員の養成が，きめ
細かな児童・青少年サービスを進める上で重要であり，その推進にあた
っては「子どもの権利条約」の精神を十分に尊重することが求められて
いる。 
また，生涯学習社会，高度情報通信社会への対応を進めるにあたって
は，高齢者や障害者に対しても，施設，情報の両面におけるバリアフリ
ーに関してより一層の配慮が必要とされる。 
わが国の平均寿命の伸びと著しい少子化により，全人口に占める 65歳

以上の比率は，2015年には 25％に達するものと見込まれているが，高齢
者の中にはその豊富な経験と技術を地域社会に還元する意識の高まりも
ある。 
また，「札幌市福祉のまちづくり条例」などにより，高齢者や障害者が

快適な生活を送ることができるような社会づくりも進められている。 
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このようなことから，図書館においては，高齢者や障害者がゆとりを
持って利用できる施設・設備の改善及びサービスの充実が必要となって
きている。 

 
(3) 高度情報通信社会・国際化社会・産業構造の変化 
近年のインターネットの急速な普及に代表される高度情報通信社会の
進展は，一般市民をとりまく情報環境を大きく変貌させた。 
図書館においても，館種を超えての情報共有と相互協力による情報提
供能力が飛躍的に拡大し，それによる図書館サービスの高度化が全国的
に進行している。 
また，国際間においても通信技術や交通・情報手段が急速に発達し，
あわせて経済・文化の交流が大幅に拡大しており，このため人間の価値
観も一層多様化してきている。自国の文化を正しく認識し，外国の文化
に対する理解を深め，相互に尊重し協調していくため，国際性を育む教
育と交流が必要となっている。 
このため，図書館においては，異なる文化に対する理解と知識を得る
ための資料や情報の提供とともに，外国人の情報要求にも対応できるサ
ービスが求められている。 
さらに，世界の流れは，規格化・大量化・大型化の方向から，多様化・
ソフト化・情報化に向きを変えており，日本の状況もこれまでの制度や
慣行など社会的枠組みの転換が課題となっている。 
その中では，自由な発想や新たな能力の開発，世界的な視野や科学的
な思考が必要とされ，思想・文化・技術等の情報を提供する機関として
図書館の役割がますます重要となっている。 

 
(4) 男女共同参画・社会参加 
男女雇用機会均等法，育児休業法の制定により，男女がそれぞれ自立
した人間としてあらゆる分野へ参加・参画するなど，女性を取り巻く社
会のあり方も大きく変化してきた。社会活動への男女の参画を進めるた
めの条件整備として，学習機会の整備と提供が必要であり，図書館にお
いては，男女平等観に立つ生涯学習を推進するため，学習情報の幅広い
提供が求められている。 
また，社会参加や自己実現としてのボランティア活動がますます盛ん
になっているが，市民によるボランティア活動は，これまでの福祉関連
に加えて，生涯学習，特に社会教育等の公共施設でのボランティア活動
の希望が増えており，図書館においても利用者サービス及び運営の活性
化等に配慮した活用が必要である。 
さらに，今後の図書館サービスの推進にあたっては，住民の意見・要
望を十分に反映させるとともに市民参加を促進し，市民と行政が共につ
くりあげていくパートナーシップの姿勢が重要である。 
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(5) 地方分権・行財政改革 
平成 12年に成立した「地方分権一括法」の中では，住民が自らの手で
地域をつくりあげていくことが求められているが，その住民意思の形成
には公立図書館が持つ情報提供機能が大きな役割を果たさなければなら
ない。 
一方，近年の社会経済の大きな変革により，行政需要の多様化・高度
化，財政状況の悪化等，地方の行財政は一段と厳しさを増しており，各
種施策の再評価が重要な課題となっている。 
図書館においても，新たな時代に対応したサービスを図る上で，多く
の自治体では，限られた財源の中での資料費の確保，柔軟で弾力性のあ
る運営システムを構築するための業務の委託など，効果的・効率的な図
書館運営について検討を進めなければならない現状にある。 
本市においても，これらの新たな課題に対し，全国的な図書館の動向
を十分に踏まえた積極的な取組みが強く望まれている。 
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３ 図書館界の動向 
(1) 国の図書館施策  
平成 8 年の生涯学習審議会答申『地域における生涯学習機会の充実方
策について』では，生涯学習機会を提供する基本的な役割を担う図書館
を含めた社会教育施設について，多様化・高度化する学習ニーズへの対
応とその実現のための組織の活性化が提言され，同年の同審議会答申『社
会の変化に対応した今後の社会教育行政の在り方について』においては，
自治体の自主的な取組みによる図書館サービスの展開が求められた。 
平成 12年の同審議会答申『新しい情報通信技術を利用した生涯学習の
推進方策について』では，図書館は「地域の情報拠点」として機能の飛
躍的な拡大が望まれている。 
また，平成 10年の生涯学習審議会社会教育分科審議会計画部会図書館
専門委員会報告『図書館の情報化の必要性とその推進方策について』で
は①地域における図書館と情報通信基盤の整備，②地域電子図書館構想，
③司書等の研修の充実，④住民の情報活用能力の育成，⑤図書館サービ
スの多様化・高度化と負担のあり方，⑥インターネット接続に係る通信
料金等の負担の軽減，に関する提言がなされた。 
平成 12 年 12 月，文部省地域電子図書館構想検討協力者会議において
報告された『2005年の図書館像～地域電子図書館の実現に向けて』では，
公立図書館は情報化への対応によって住民へのサービスの新たな展開を
図るべきとの視点から，情報環境の変化への積極的な検討・対応を求め
ている。 
さらに，平成 13 年 7 月には，『公立図書館の設置及び運営上の望まし
い基準』が大臣告示され，地方分権，新しい情報通信技術等への対応を
含め，生涯学習社会を支える重要な社会教育施設としての公立図書館の
あり方が示されたところである。 

 
 
(2) 公立図書館の近況 
図書館法公布 50 年を迎えた平成 12 年，国庫補助を受ける際の図書館
館長の司書資格要件及び公立図書館の基準の削除がなされ，今後の図書
館運営はこれまで以上に各自治体の判断に委ねられるところとなった。 
他都市の公立図書館では，その運営をＮＰＯ等に委託するなどの方法
で実施，検討を行うところも現れている。 
また，高度情報通信技術の普及により図書館資料の広域利用が進み，
国立国会図書館総合目録や国立情報学研究所の NACSIS-Webcat に代表
される蔵書情報の共有化とそれに基づいた相互協力が図書館サービスを
行う上で欠くことのできない状況になっており，情報提供機関としての
図書館本来の機能を果たす上で，インターネット利用のための整備が急
速に進行している。 
これからの図書館にとっては，これらの変化に対応した新たなサービ
スを目指して，自らをどう変えていくのかが，課題となっている。 
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Ⅲ 基本的な考え方 
  
1 基本方針 

 
図書館は，生涯学習社会の進展の中にあって，市民が必要とする情報を
的確に提供することが求められており，そのための機能の充実がますます
重要となっている。 
社会のさまざまな変化に伴って多様化・高度化する市民の情報要求に的
確に応えるために，従来の図書館サービスの拡充のみならず，その内容及
び体制の再構築を含めた図書館サービスのあり方を総合的に検討する必要
がある。 
このことから，今後の本市の図書館サービスを創造的に展開するための
基本方針を次のとおり定める。 

    
(1) 市民の生涯学習のための学習環境を支える図書館 
生涯学習社会を支える重要な情報源として，市民の学習活動への意識
や意欲に応え，全ての市民にとってより一層利用しやすい身近な情報拠
点としての図書館を目指す。 
 
(2) 情報化，国際化，高度技術化の進展に対応する図書館 

情報環境の高度化に積極的に対応するとともに，社会のグローバル化
に適応したサービスを実施するため，情報・通信技術を十分に活用した
図書館を目指す。 

 
(3) 市民生活をより豊かにするための知識と情報を発信する図書館 

資料の計画的な収集・保存を一層推進するとともに，館種を超えた情
報共有と協力体制を構築し，情報提供機能の充実を図り，より新鮮で豊
富な情報を発信する図書館を目指す。 

 
(4) ゆとりある読書空間を提供する図書館 

図書館システムの整備充実を推進し全域的なサービス網の展開を図る
とともに，図書館の施設・設備の改善等により快適な読書空間としての
図書館を目指す。 

 
(5) 効果的，効率的，機能的な運営を目指す図書館 

これらの施策を推進する上で必要となる組織の改編や運営体制の見直
しを検討し，市民の期待と要望に応える図書館を目指す。 
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2 重点課題 
   

基本方針に沿って重点的に取り組まなければならない課題を次のとおり
設定し，今後の図書館施策を推進する。 
推進にあたっては，市民の意見・要望の的確な把握と反映に努めるとと
もに，図書館を取り巻く社会的背景を十分に踏まえながら，財源を有効に
活用し，時代の変化に柔軟かつ弾力的に対応できるよう，効果的・効率的
な施策の展開を図る。 
 
(1) 将来の市民ニーズに対応する柔軟性と機動性のある利用者サービスの
改善と充実    
・利用者サービスの充実 
・児童・青少年サービスの充実 
・高齢者・障害者サービスの充実 
・図書館利用の促進    

 
(2) 情報内容，情報環境の変化に対応する利用者サービスの質的向上    

・情報サービスの推進 
・視聴覚資料の充実 
・外国語資料の充実    

 
(3) 市民の要求に応える魅力ある蔵書・資料構成と情報提供能力向上    
・資料収集と蔵書構成の充実 
・レファレンス機能の充実 
・各種図書館との連携の強化 
・生涯学習機関相互の連携の強化 

 
(4) 中央図書館を拠点とした有機的な機能分担    
・図書館機能の整備･充実 
・図書館施設の整備･充実 

 
(5) 柔軟で弾力性のある運営システムの構築 
・弾力的な管理運営の見直し 
・専門的職員の育成と配置 
・市民・企業・行政のパートナーシップの推進 
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Ⅳ 課題に対応した施策の方向 
    
1111    将来の市民ニーズに対応する柔軟性と機動性のある利用者サービス将来の市民ニーズに対応する柔軟性と機動性のある利用者サービス将来の市民ニーズに対応する柔軟性と機動性のある利用者サービス将来の市民ニーズに対応する柔軟性と機動性のある利用者サービス
の改善と充実の改善と充実の改善と充実の改善と充実    

 
資料や情報を求める全ての市民が気軽に利用することができ，またその
期待と要望に十分に応えることができる図書館であるために，従来の利用
者サービスについて総合的に見直しを行い，生涯学習社会，高度情報通信
社会，少子化社会・高齢化社会など，社会の変化に対応した図書館サービ
スを目指す。 
 

 
(1) (1) (1) (1) 利用者サービスの充実利用者サービスの充実利用者サービスの充実利用者サービスの充実    
○休館日，開館時間等の見直し 
余暇時間の増大や社会・経済状況の変化等
に伴い，市民の学習機会が広がってきており，
生活圏・生活時間に適合したより利用しやす
い開館時間・開館日を設定し，そのための条
件整備を行う。 
これまでも，中央図書館の開館時間の変更
や区民センター図書室の土・日曜日の開室を
実施したが，今後も各地区における利用状況，
利便性，人口動態等を十分調査し，開館時間
の見直しを図る。 
また，図書館利用を一層促進するため，図
書館業務の一部をインターネットを利用した
全域サービスとして実施し，その内容の充実
を図る。 

 ＜短期的施策＞ 
●祝日開館・図書整理日等
の検討 
平成 13年度から一部祝
日の開館及び図書整理日
の変更を行ったが，これら
の定着を図るとともに，図
書特別整理期間について
も期間の見直しを進め，開
館日の拡大を図る。 

 
○利用条件の見直し 
閲覧・貸出・予約・案内などの利用条件に
ついては，利用実態の調査や利用者の意見の
聴取とともに，社会情勢の動向や自動貸出機，
IC チップなど新しい機器・方式の導入なども
勘案し，総合的に検討を行う。 
また近年，広域的な図書館利用が進められ
ているが，本市にあっては利用実態の推移を
みながら検討を進める一方，他市町村住民へ
の図書館間協力によるサービスを積極的に推
進する。 

＜短期的施策＞ 
●貸出冊数・貸出期間等の
見直し 
市民の学習ニーズに応
えるため，平成 14 年度を
目処に，貸出冊数及び貸出
期間等の見直しを進める。 
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(2) (2) (2) (2) 児童・青少年サービスの充実児童・青少年サービスの充実児童・青少年サービスの充実児童・青少年サービスの充実    
○児童・青少年図書コーナーの充実 
児童・青少年サービスにおいては，社会・
文化・知識・市民生活等への関心を深め，広
い視野を持てるよう，また生涯にわたり自主
的に学習を行う基礎が形成できるよう支援す
ることが求められる。 
同時に，高度情報通信社会の中で必要とさ
れる情報活用能力を育むために，使いやすい
資料検索環境の提供やその利用方法について
の援助も必要となっている。 
これらのことから，児童に対するサービス
については，図書への興味・関心を喚起し，
情報の選択能力の向上を支援するため，児童
図書の充実を図るとともに，専用の施設・設
備についての検討を行う。 
また，青少年（ヤングアダルト）に対する
サービスについては，図書館が活動と交流の
場として利用されるよう，コーナーの設置の
みならず，読書案内，行事などの実施や担当
職員の養成を推進する。 

 ＜短期的施策＞ 
●配架等の改善 
コーナーの運営につい
ては，幼児・児童・生徒の
目線に立ち，わかりやすい
資料構成，配架，案内表示
等の検討を進める。 
また，行事の企画運営の
充実を図るとともに，カウ
ンター及びフロア・ワーク
を通じて読書案内・レファ
レンスの向上を目指す。 

 
○学校図書館との連携 
これまでは，児童・生徒の図書館に対する
関心の喚起を図るため，教科学習の一環とし
ての図書館見学の受入や図書館広報の配布等
を行ってきた。 
今後は，児童・生徒の情報活用能力の向上
のため，「総合的な学習の時間」の支援，公共
図書館利用のガイダンス，蔵書情報の共有の
推進等により学校図書館との協力・連携を図
る。 
また，図書館サービス網の充実のために，
学校図書館地域開放事業との連携のあり方も
検討する。 

＜短期的施策＞ 
●学校図書館関係者との
情報交流 
今後，学校図書館関係者
との情報交流の機会を適
宜設け，学校図書館との協
力・連携を進める。 
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(3) (3) (3) (3) 高齢者・障害者サービスの充実高齢者・障害者サービスの充実高齢者・障害者サービスの充実高齢者・障害者サービスの充実    
○高齢者・障害者関連施設との機能分担と連携 
関連施設と資料や情報を共有し，高齢者・
障害者に対する情報提供を行うとともに，関
連施設のボランティアの活動を支援する。 
また，来館利用が困難な高齢者・障害者に
対しては，地域団体やボランティア等と協
力・連携し，地域に根ざした読書支援活動の
展開を検討する。 

 ＜短期的施策＞ 
●資料情報・目録の共有化
の推進 
資料情報・目録の共有化
のため，身体障害者福祉セ
ンターや視覚障害者福祉
センター（点字図書館）等
との協力・連携を強化する
とともに，点訳・音訳ボラ
ンティア活動の支援を一
層推進する。 

 
○高齢者・障害者向け資料の充実と利用環境の 
整備 
高齢者・障害者サービスとして，大活字資
料・拡大写本等の収集，拡大読書機の設置，
郵送貸出，施設・設備の整備等を行ってきた
が，今後も，これらの一層の充実を図る。 
あわせて，近年の情報通信環境の発展に伴
い，使いやすい情報機器やわかりやすい情報
内容の整備・開発を行う。 
また，昭和 56年に開始した身体障害者に対
する郵送貸出は，インターネットによる在宅
検索の実施時期にあわせて，PR，運用，体制
を含め制度の活性化を図る。 
さらに，既存の図書館の施設・設備の改修
時においては，「札幌市福祉のまちづくり条
例」の趣旨に沿うものとなるよう努める。 
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(4) (4) (4) (4) 図書館利用の促進図書館利用の促進図書館利用の促進図書館利用の促進    
○PR の促進 
従来の図書館広報誌『らいらっく』及び各
館の「図書館だより」等による PR活動に加え
て，今後は，インターネット等の新たな情報
媒体を活用し，図書館情報の積極的な発信と
図書館サービスの PRに努め，図書館への市民
の理解と利用の促進を図る。 
また，図書館施設における種々の図書館サ
ービスを広く利用者に案内できるよう，印刷
物，掲示物，案内表示等を工夫するなど，そ
のあり方について検討し整備を行う。 

 ＜短期的施策＞ 
●ホームページの活用 
本市図書館ホームペー
ジにおいては，施設案内・
利用案内を主な内容とし
ているが，図書館サービス
の総合的な案内を行う媒
体として積極的に活用し，
その内容の充実を図る。 

 
○各種行事の展開 
これまでも，行事は図書館の本来的な奉仕
活動の一環として位置付け，積極的に実施し
てきた。各館においては読み聞かせ，映画会，
工作会などを行い，さらに中央図書館におい
ては講座，展示などを企画・制作している。
また，読書週間には全館行事として
「SAPPORO 秋の図書館フェスティバル」を
開催している。 
今後も，図書館に対する興味と関心を喚起
するために，講演会，講座，展示，資料紹介
などの行事や事業を積極的に展開し，生涯学
習機会の拡大・充実を図る。 
また，読書普及や資料研究などのグルー
プ・団体が主催する行事に対しても支援を行
う。 
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2222    情報内容，情報環境の変化に対応する利用者サービスの質的向上情報内容，情報環境の変化に対応する利用者サービスの質的向上情報内容，情報環境の変化に対応する利用者サービスの質的向上情報内容，情報環境の変化に対応する利用者サービスの質的向上    
 
近年のネットワーク社会，インターネット社会への移行の中で，図書館
資料・情報の共有化が全国規模で進行しており，多様化・高度化する図書
館ニーズに対応するために，それを基盤とした図書館間協力の必要性が高
まっている。 
利用者が，インターネットを通じて目録データに直接アクセスできる利
用環境を整備するとともに，全国的な書誌ユーティリティへの参画など図
書館間の情報の共有化を図り，高度な情報提供の実現を目指す。 
 
 
(1) (1) (1) (1) 情報サービスの推進情報サービスの推進情報サービスの推進情報サービスの推進    
○電算システムの長期的検討 
本市は，これまで図書館施設の目録のデー
タ化とオンライン化を進め，業務系の電算化
に先駆的に取り組んできたが，今後は検索機
能の充実に力点を置き，利用者にとっても使
いやすいシステムの検討・開発を行う。 
図書館システムにおいて，電算システムは
重要なインフラストラクチャであり，その技
術的進歩や図書館界での利用実態などに留意
し，常に最適なシステムの構成に努める。 

 ＜短期的施策＞ 
●電算システムの更新 
平成 14 年度の電算シス
テムの更新においては，迅
速かつ正確な操作機能，高
度な検索機能，多角的な抽
出機能などを充実させ，よ
り効率的な運用を目指す。 
また，利用者サービスの
向上，図書館業務の集約化
への対応など，今後のサー
ビスの拡大や情報通信環
境の変化にも対応できる
柔軟なシステムの開発を
行う。 

 
○インターネットによるサービスの推進 
近年，インターネットの利用による図書館
間の情報共有・相互協力のネットワーク化が
急速に進行しており，図書館の機能と能力の
レベルアップを図るためには，この相互協力
への参画が急務となっている。 
さらに，図書館サービスの地域的格差の縮
小と効果的な図書館サービスのために，イン
ターネット上での貸出予約やレファレンスの
受付等のサービスの実施体制の検討を行い，
また，電話や FAX等の通信を利用した非来館
型サービスのあり方をあわせて検討する。 

＜短期的施策＞ 
●ホームページの充実 
インターネット上での
蔵書検索などの情報提供
機能については，蔵書デー
タの整備，検索方法の工
夫，管理体制の検討等必要
な措置を講じ，平成 14 年
度の電算システムの更新
を目処に実現を目指す。 
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●インターネット環境の
整備 
現在中央図書館にのみ
導入している図書館業務
用インターネット検索環
境を地区図書館にまで拡
大し，道立図書館及び国立
国会図書館の情報ネット
ワークに加入するととも
に，インターネットを利用
した資料・情報検索機能の
充実を図る。 

 
○電子図書館の調査研究 
新しい情報環境に柔軟に対応し，紙媒体資
料と電子化資料等の非紙媒体資料を複合的に
提供する電子図書館のあり方の検討を行う。 
これまで利用者に提供してきた資料が

CD-ROM化，オンライン・データベース化さ
れるなど，印刷物としての出版に変化が生じ
ており，情報提供機能の向上と利用者の情報
ニーズへの対応のために，これらの外部デー
タベース，CD-ROM等の導入を進める。 
また，資料の劣化対策や保存スペースの軽
減を図るとともに，コンピュータを利用した
図書館資料の効果的な利用を促進するため，
郷土資料の貴重書や古地図等のデジタル化・
データベース化を図り，インターネット上や
パッケージ系データベースとして資料の公開
を検討する。 
さらに，他機関が作成したデジタル化資料
についても，資料の有効性や利用頻度等を検
討の上，必要な資料を計画的・積極的に収集
する。 
あわせて，利用者への情報提供に必要な機
器の整備及び運用のあり方について検討を行
う。 

 ＜短期的施策＞ 
●外部データベース，
CD-ROM 等の利用者提供 
中央図書館においてデ
ータベース資料及び利用
者用検索端末等の整備を
行い，平成 14 年度を目処
に CD-ROM等によるデー
タベース情報の提供を開
始する。 
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○地区センター図書室の電算化の推進 
 
 
 
 

 
 
 
 

     
 
 

 
○札幌市教育情報ネットワーク構想（Sappi-net） 
との連携 
現在，教育委員会における情報化の推進，
情報の共有化，市民への情報提供などを推進
するための札幌市教育情報ネットワーク構想
が進められているが，図書館においては，学
校教育，生涯学習を積極的に支援するために
図書データ及び図書館行事などの情報の提供
を行う。 

  

 
 
(2) (2) (2) (2) 視聴覚資料の充実視聴覚資料の充実視聴覚資料の充実視聴覚資料の充実    
○視聴覚資料の収集・サービスの充実 
本市では，平成 3 年から活字以外の情報源
として音声・映像資料（コンパクト・ディス
ク，カセット・テープ，ビデオ・テープ，レ
ーザー・ディスク）を収集し，それぞれの資
料が持つ特性を活かしながら情報の提供を行
ってきたが，近年は，視聴覚資料に対する利
用者の幅広い要望や，DVDをはじめ新しい音
声・映像媒体への対応が必要となっている。 
このため，収集対象・収集内容の見直し，
視聴覚資料の検索環境の整備，視聴・貸出の
運営方法の改善など，そのサービスのあり方
について，札幌市視聴覚センター等関連施設
との機能分担を含め再検討を行う。 
また，図書館が所蔵する視聴覚資料は，障
害者にとっても貴重な情報源であることか
ら，その利用には十分に配慮する。 

  

 

本市では，市民が各種施設の利用に際し，
地理的に不便な地区へのサービス機能の拡大
を図るため，昭和 61年から地区センターを建
設しており，図書館はその中に図書室を設置
するなど図書館の全域的サービスを展開して
きた。 
これらの図書室全てを電算システムの中に
統合し，本市の図書館と一体化した円滑な図
書館サービスを提供することにより，地域に
よるサービスの格差の縮小を図る。 

＜短期的施策＞ 
●非電算施設の電算化 
地区センター図書室の
うち非電算 4室（藤野，新
発寒，はっさむ，厚別南）
については，早い時期に電
算化を図り，サービスの向
上を実現する。 
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(3) (3) (3) (3) 外国語資料の充実外国語資料の充実外国語資料の充実外国語資料の充実    
○外国人に対するサービスの推進 
外国人に対するサービスは，図書館利用の
機会の公平性の上でも必要とされており，こ
れまでは，外国語資料の収集・提供や「国際
資料コーナー」の設置等により，その充実を
図ってきた。 
国際社会の進展の中で，今後は，館内の案
内表示やパンフレット等の英語以外の表記に
ついての検討を進めるとともに，語学力を有
する職員の配置など人材の確保に努力する。 

  

 
○外国語資料の整備 
国際都市をかかげる本市の図書館において
は，外国人登録者のみならず，観光客，留学
生などが日常生活や学習に必要とする資料の
収集や情報提供を積極的に行うとともに，札
幌国際プラザ，札幌天神山国際ハウスなどの
国際交流機関やアメリカンセンター図書室等
との情報共有を行う。 
資料の収集にあたっては，諸機関や本市各
部局との協力体制を構築し，幅広い資料の収
集を促進するとともに，その整理については
ボランティアへの依頼も検討する。 

 ＜短期的施策＞ 
●姉妹都市関係資料の収
集 
 本市関係部局の姉妹都
市交流事業を活用し，資料
交換・寄贈依頼等により，
国際交流の推進に資する
資料を収集し，その提供を
行う。 
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3333    市民の要求に応える魅力ある蔵書・資料構成と情報提供能力向上市民の要求に応える魅力ある蔵書・資料構成と情報提供能力向上市民の要求に応える魅力ある蔵書・資料構成と情報提供能力向上市民の要求に応える魅力ある蔵書・資料構成と情報提供能力向上    
 
図書館が市民の最も身近な情報源として，その機能を十分に果たしてい
くために，図書館施設の蔵書の充実を推進するとともに，ますます多様化・
高度化する情報要求に対応できるレファレンス機能の向上を図る。 
また，館種や地域を超えた図書館間の相互協力を推進し，図書館資源の
共有化による資料提供能力の向上を図り，生涯学習社会を支援する。 
  
 
(1) (1) (1) (1) 資料収集と蔵書構成の充実資料収集と蔵書構成の充実資料収集と蔵書構成の充実資料収集と蔵書構成の充実    

   ○図書，資料の充実と整備 
資料の収集と整理は，図書館サービスの基
本となるものであり，多様化・高度化する市
民の要求に応じた幅広い資料を収集するため
に，複本収集，収集分担，保存体制を含め，
総合的・体系的・長期的な収集計画が必要で
ある。 
このため，利用状況や出版状況を的確に把
握し，資料費の有効な活用とあわせて，所蔵
点数の増加を図る。また，行政資料，紀要，
自費出版物等の情報収集とそれらの入手に努
め，資料の充実を図る。 

 ＜短期的施策＞ 
●出版環境の変化への対
応 
電子出版，オンデマンド
出版，オンライン書店等，
近年の出版状況の変化に
対応した資料収集と利用
者への提供のあり方につ
いて検討を進める。 

 
○蔵書構成の検討 
中央図書館においては，各分野の資料を入
門書から専門書まで幅広く収集しているが，
利用者のリクエスト等には十分配慮しなが
ら，市民の多様なニーズに応える蔵書構成の
あり方を検討する。 
また，地区図書館等においては，教養・文
芸・生活関連等の図書が中心となるが，特に
新刊書の充実と参考図書の更新に努め，新鮮
で魅力ある蔵書構成を目指す。 

＜短期的施策＞ 
●分担収集の検討 
中央図書館，地区図書
館，その他図書館施設の機
能・役割の明確化を図ると
ともに利用実態の分析を
行い，それらに基づいた蔵
書構成及び分担収集の方
針の検討を行う。 
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○書誌データ等の整備 
全図書館施設の資料に係る書誌データの取
扱いについては，専任職員体制を整え，デー
タの精度の向上を図り，その維持に努める。 
また，目録データが未整備の資料について
は早期にデータ化を目指す。あわせて，資料
の整理要領を見直し，資料登録に関するマニ
ュアルを作成する。 

 ＜短期的施策＞ 
●電算更新時のデータ整
備 
電算システムの更新に
あたっては，目録規則・整
理要領に従って適切に
MARC（機械可読目録）を
取り込むための改善を行
う。 
また，資料検索やレファ
レンスへの活用が可能な
書誌データの編集・作成を
行う。 
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(2) (2) (2) (2) レファレンレファレンレファレンレファレンス機能の充実ス機能の充実ス機能の充実ス機能の充実    
○レファレンス資料の充実 
利用者の要求の多様化・高度化や，調査・
研究を目的とした図書館利用の増加に対応す
るために，レファレンス・ツールの一層の充
実が重要となっている。 
このため，中央図書館においては，将来の
利用をも考慮に入れた利用価値の高い資料を
各分野にわたり収集する。地区図書館におい
ても，レファレンス・サービスの充実が望ま
れており，それに対応できる資料の整備を行
う。 
また，レファレンス・ツールとしてのイン
ターネット及び各種電子化情報を積極的に取
り入れ，幅広い情報提供を目指す。 
さらに，レファレンス事例をデータベース
化し，図書館施設相互において活用するとと
もに，レファレンス能力の向上を図るため，
定期的な研修を実施する。 

 

 
○検索環境の整備 
利用者が自ら蔵書検索ができるよう，中央

図書館，地区図書館，区民センター図書室に
OPAC（利用者用検索機）を設置しているが，
利用頻度が高く，設置台数が不足している現
状にある。 
図書館資料の利用の基本である蔵書情報の
検索手段を充実させるため，利用者用検索機
の増設および検索能力の向上を図るととも
に，入力方法の選択を広げるなど利用者に応
じた操作機能の向上を図る。 

 ＜短期的施策＞ 
●利用者用検索機の整備 
平成 14 年度の電算シス
テムの更新にあわせ，中央
図書館・地区図書館の利用
者用検索機の設置台数の
増加を図る。 
 
●在宅検索の開発 
インターネット上に蔵
書情報を公開し，地域や時
間に制約されない非来館
型の図書館サービスの早
期実現を図る。 
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(3) (3) (3) (3) 各種図書館との連携の強化各種図書館との連携の強化各種図書館との連携の強化各種図書館との連携の強化    
   ○大学・専門図書館等との相互協力の推進 

市民の多岐にわたる資料要求に応えるため
には，公立図書館の蔵書だけでは困難な状況
となっており，大学図書館・専門図書館等の
蔵書の調査や利用紹介は，市民への資料提供
の重要な手段となっている。 
本市図書館は，昭和 61年に札幌大学との間
に相互貸借取扱要領を定め，目録の交換及び
資料の相互貸借を行い，市民の情報要求に応
えてきた。 
今後，より広い情報提供の窓口として機能
するためには，館種を超えた相互協力を推進
することが必要であり，特に市内の大学図書
館・専門図書館との協力関係を推進する。 

 ＜短期的施策＞ 
●国立国会図書館総合目
録へのデータ提供 
本市は平成 10 年から
「検索館」として参加し，
目録検索，相互貸借業務に
活用してきたが，平成 14
年度の電算システムの更
新にあわせて書誌データ
の整備を行い，データの
「提供館」として，全国的
な蔵書情報の共有とそれ
に基づく相互協力体制の
枠組みを利用しサービス
の拡大を図る。 
「提供館」となることに
より，相互貸借の増加が予
想されるが，他図書館との
ルールの確立や郵送費等
の負担のあり方を検討す
る。 
また，地区図書館におい
ても，総合目録の利用が可
能な機器・回線等の整備を
行い「検索館」として参加
する。 

 
●国立情報学研究所目録
所在情報サービスの利
用 
 国内の大学等が参加す
る総合目録に参加するこ
とにより，館種を超えた情
報共有及び相互協力を進
める。 

 
●異館種交流の実施 
 市内大学図書館・専門図
書館の一般市民への開放
状況を随時調査し，レフェ
ラル（案内・紹介）・サー
ビスの向上を図るととも
に，意見交換等を行い情報
共有の円滑化を図る。 
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○札幌広域圏図書館情報ネットワーク事業の推進 
札幌広域圏組合との連携により，圏域構成 9
市町村（江別市，千歳市，恵庭市，石狩市，
北広島市，当別町，厚田村，浜益村，新篠津
村）の図書館・図書室をオンラインで結び，
本市図書館の蔵書情報の提供及び図書の貸出
を行ってきた。 
これとは別に，各市においても，インター
ネット環境を整備しそれぞれの蔵書情報が提
供されており，同ネットワーク事業のオンラ
イン環境とあわせて，複合的かつ双方向的な
運用のあり方を検討する。 

  

 
○「北海道図書館総合目録」への支援・参加 
北海道立図書館が提案する総合目録システ
ムは，道内図書館がインターネット上に公開
した蔵書目録を総合的・横断的に検索するこ
とを目的とするものであるが，その実現に向
けた調査研究等に対し積極的な支援・参加を
行う。 

  

 
 

(4) (4) (4) (4) 生涯学習機関相互の連携の強化生涯学習機関相互の連携の強化生涯学習機関相互の連携の強化生涯学習機関相互の連携の強化    
   ○札幌市生涯学習センターとのネットワークの 

強化 
生涯学習社会においては，学校教育を終え
た後も，さまざまな場面において再度教育を
受ける機会が求められている。このように学
習機会が増大する中において，図書館は，生
涯学習社会の最大の情報源として生涯学習関
連機関と連携し，資料及び情報の提供を通じ
て積極的に支援をしなければならない。 
そのため，生涯学習センターのメディアプ
ラザに対し，平成 12年度から「メディアプラ
ザ情報提供事業」として蔵書情報を提供し，
あわせて搬送体制の整備を行った。 
今後は，この事業の円滑な運営を図るとと
もに，メディアプラザとの資料の相互貸借の
活性化を図り，さらにレファレンス等の支援
など，学習機会の拡大と利用環境の充実に向
けて一層の協力・連携を図る。 
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4444    中央図書館を拠点とした有機的な機能分担中央図書館を拠点とした有機的な機能分担中央図書館を拠点とした有機的な機能分担中央図書館を拠点とした有機的な機能分担    
 
図書館の施設及び機能の整備にあたっては，幅広い図書館サービスの要
求に応えていくために，各図書館，図書館関連施設の役割の明確化とそれ
に基づく有機的な機能分担のあり方を検討し，魅力ある蔵書構成とその効
果的・効率的な利用を推進する。 
特に中央図書館については，本市図書館施設のセンター館として担って
いるバックアップ機能，保存機能の一層の充実を図る。 

 
 
(1) (1) (1) (1) 図書館機能の整備・充実図書館機能の整備・充実図書館機能の整備・充実図書館機能の整備・充実 
○中央図書館をセンター館とした整備の検討 
資料の体系的な収集・保存や，調査・相談
への対応など，機動性のある図書館サービス
を展開するためには，中央図書館，地区図書
館，図書室等の機能・役割分担を明確にし，
図書館施設全体が相互に機能を補完すること
が必要である。 
このため，中央図書館の中枢機能を充実さ
せ，本市図書館施設の蔵書計画，サービス計
画，運営計画などを明確にし，地区図書館，
図書室等に対する支援体制を整備する。 

＜短期的施策＞ 
●図書館サービスの支援
機能の強化 
中央図書館の貸出部門
を再編成し，電子化情報の
本格的導入に対応した高
度な支援体制を構築する。
また，これに必要な施設改
修を行う。 
さらに，中央図書館に全
図書館施設の書誌データ
を統括する専門部門を設
置し，資料の選定を調整す
る体制を作る。あわせて，
他図書館施設へのバック
アップ機能を強化するた
めに，専門的な資料の充実
を図る。 

 
○資料の集中整理，保存体制の整備 
各施設で重複・分散処理している資料の発
注から装備に至る工程を中央図書館において
集中整理することにより業務を効率化し，利
用者への迅速な資料提供を図る。また，目録
データの質的向上を図り，その維持に努める。 
中央図書館は資料の保存館と位置付けてい
るが，近い将来には資料保存スペースの狭隘
化が見込まれるため，書庫スペースの確保を
検討する。 

 ＜短期的施策＞ 
●集中整理の実施 
書誌データの統一・整合
性の確保を図るため，資料
全般にわたる集中整理の
体制を検討するとともに，
整理室の整備を行い，新た
な資料整理の流れを構築
する。 
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○市政への情報提供機能の整備の検討 
市役所各部局が事業を遂行する上で，図書
館が資料・情報を提供し，照会・調査にあた
ることは，これからの図書館の重要な機能で
あり，これは市民に対する間接的な図書館サ
ービスと考えられる。 
これまでは，各部局で作成・収集している
専門紙誌等の資料や利用頻度が低くなった資
料等の図書館への移管を推進し，その有効活
用を図ってきたが，今後は，資料・文献案内
や各部局の事業との提携等を積極的に行い，
各種市政サービスが効果的に推進されるよ
う，図書館の活用を促進する。 
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(2) (2) (2) (2) 図書館施設の整備・充実図書館施設の整備・充実図書館施設の整備・充実図書館施設の整備・充実    
○図書館サービス網の整備構想 
図書館サービスの充実と向上を図るため，
中央図書館，地区図書館，区民センター図書
室，地区センター図書室の機能と役割を再評
価するとともに，図書館システム全体のあり
方について総合的に再検討を行い，より効果
的で弾力性のある図書館システムの構築を図
る。 
図書館サービスの拡充にあたっては，人口
増加，人口分布，住宅地域の拡大等の推移を
みながら，施設，通信，物流を複合的に検討
し，効果的・効率的なサービス網の整備を行
う。 
新たなサービス拠点については，図書館シ
ステム全体の中で果たす機能に応じた施設と
して整備を行う。 

  

  
○都心にふさわしい図書館の建設 
都心にふさわしい図書館は，図書館を取り
巻く情報環境の大きな変化と多様化・高度化
する利用者の要求や期待に応えるため，調査
研究機能，電子情報提供機能，市民交流機能，
地区図書館機能をあわせ持ち，各種資料・情
報を複合的に提供できる高度に IT化された図
書館を目指す。 
計画の推進にあたっては，学識経験者，利
用者等からの意見聴取の機会を設定するな
ど，市民の声を十分に反映させたものとする。 

 ＜短期的施策＞ 
●調査・計画 
都心にふさわしい図書
館の機能及び規模につい
ては，その特性や立地条
件，また既存の図書館施設
との関係等を十分に検討
し，調査・計画を行い，関
係部局との調整を進める。 
 

 
○施設・設備の改修 
老朽化した施設の改修にあたっては，特に
高齢者や障害者が快適かつ安全に利用できる
よう，また今後の図書館サービスの拡充に対
応できるよう，計画的に進めていく。 
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○駐車場の改善 
中央図書館においては，現行の 1 時間制限
による駐車場運営への理解を求めるととも
に，随時利用実態の調査を行い，必要な措置
を講ずる。 
また，駐車場の対策については，図書館へ
のアクセスのあり方として広くとらえ直し， 
電話，ファクシミリ，インターネット等の通
信を利用した非来館型のサービスの実施状況
を考慮した上で検討を行う。 

  

 
○区民センター図書室，地区センター図書室の 
整備 
身近なコミュニティ施設内の読書拠点とし
て，幅広い年齢層が利用できるよう，日常生
活に密着した実用性の高い図書や児童書の収
集・貸出機能の充実を図る。 
また，電算システムの導入を推進し，検索，
予約，貸出等のサービスの拡充を図る。 
地区センター図書室の設置にあたっては，
地域の特性や住民のニーズに配慮し，利用し
やすい機能的な図書室となるよう計画を進め
る。 
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5555    柔軟で弾力性のある運営システムの構築柔軟で弾力性のある運営システムの構築柔軟で弾力性のある運営システムの構築柔軟で弾力性のある運営システムの構築    
 
生涯学習社会，高度情報通信社会等の進展に伴い，多様化・高度化する
情報要求に応える図書館サービスの展開を図るためには，現行の図書館シ
ステムや組織・運営体制について，見直しを図ることが必要となっている。 
また，新しい時代に対応するため，専門的職員のあり方を検討しその資
質・能力の向上を図るとともに，豊かな図書館サービスを提供するために
市民ボランティアとの積極的な連携を目指す。 
 
 
(1) (1) (1) (1) 弾力的な管理運営の見直し弾力的な管理運営の見直し弾力的な管理運営の見直し弾力的な管理運営の見直し 
○組織・運営体制の再編成 
利用しやすい図書館を目指す上で，また，
増加し複雑化する図書館業務を行う上で，現
行の執行体制による運営が難しくなることが
考えられる。このため，各図書館の事務の統
合や職員配置の変更等を行い，効率的で機能
的な図書館サービスの展開を図る。 

 ＜短期的施策＞ 
●事務の集約化 
 利用者サービスの向上，
資料の集中整理，新たな情
報環境への対応など，今後
の施策を推進する上で，必
要とされる事務の統合及
び再編成について積極的
に推進する。 

 
○図書館業務の一部委託の検討 
図書館サービスの充実と効率的運営を図る
ため，図書館全体に係る業務を分析し，委託
の効果等を精査し，その必要性や適切な委託
先等について検討を進める。 
また，職員が専門性を発揮できるよう，図
書館業務の中の定型作業の見直しや，セル
フ・サービス，ボランティアの導入などにつ
いて検討を行う。 

 ＜短期的施策＞ 
●外部委託の方針の検討 
社会の変化に伴い，新た
な図書館サービスの拡充
に対応するための運営体
制について検討を進める
ため，業務分析を行い，図
書館業務の委託のあり方
を含め，今後の対応につい
て検討を進める。 

 
○物流の見直し 
物流については，現在その業務の一部を委
託しているが，予約回送・返却回送や各施設
への仕分け作業量は，近年ますます増加して
いる。 
図書館システムを支える上で物流は通信と
両輪の役割を果たすものであり，今後の図書
館サービス網の整備に対応した委託を段階的
に進める。また，仕分け作業の委託について
も検討を行う。 

 



 
 

27 

(2) (2) (2) (2) 専門的職員の育成と配置専門的職員の育成と配置専門的職員の育成と配置専門的職員の育成と配置    
○専門的職員の配置・育成の促進 
多様化・高度化する利用者のニーズに応え
るため，資料案内，情報検索，目録管理の専
門的知識と技術を持った職員の育成が，これ
からの図書館サービスを進める上で必要であ
る。 
このため，司書有資格者や情報処理技術に
優れた職員の弾力的かつ効果的な配置に努め
る。 

  

 
○職員の研修体制の充実 
図書館職員としての自覚と高度な知識・技
術の蓄積を目指して，勤務期間・態様に応じ
た研修体制の構築やマニュアルの作成を進め
る。 
特にレファレンス能力の開発のため，実務
に即した研修カリキュラムを策定するととも
に，外部講師の活用を含め，専門的テーマの
特別研修も必要に応じ開催する。 
高度で均質な図書館サービスの提供を図る
ために，これらの研修については図書館施設
の全ての職員を対象として実施する。 

 ＜短期的施策＞ 
●IT 化への対応 
高度情報通信社会の進
展は，図書館業務に大きな
影響を及ぼしており，重
点・緊急テーマとして研修
を実施する。 
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(3) (3) (3) (3) 市民・企業・行政のパートナーシップの推進市民・企業・行政のパートナーシップの推進市民・企業・行政のパートナーシップの推進市民・企業・行政のパートナーシップの推進    
○市民参加による図書館づくり 
図書館施策の策定や図書館サービスの運営
にあたっては，利用者懇談会，意識調査，図
書館評価などを適宜実施することにより，市
民の意見や要望を的確に把握し，それらを十
分に反映した市民参加による図書館づくりを
推進する。 

  

 
○ボランティア, NPO 等との連携 
近年，市民のボランティア活動への意欲が
高まる中，市民と行政が協力・連携して豊か
な市民社会を構築していくことが望まれてい
る。 
図書館においては，市民の生涯学習と社会
参加を支援・促進するため，ボランティア等
の図書館業務への参画を推進する。 

 ＜短期的施策＞ 
●ボランティア受入体制
の検討 
図書館業務におけるボ
ランティアによるサービ
スや作業の位置付けを明
確にし，活動の受入体制を
つくり，相互調整・交流を
図るとともに，ボランティ
ア活動のための研修計画
の検討や活動のコーディ
ネイトにあたる職員の養
成及び活動環境の整備を
推進する。 

 
○民間活力の導入 
図書館業務の質的・量的変化や，情報通信
環境の急速な進展に対応し，充実した図書館
サービスを市民に提供するために，民間が持
つ能力・技術・人材を導入するなど，弾力性
のある運営体制の検討を行う。 
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Ⅴ 図書館ビジョンの推進にあたって 
 
○ 図書館ビジョンによる諸施策の実施期間は，概ね 10年と設定し，計画的・
体系的な施策を随時推進する。 
この期間における社会的状況や情報環境の変化に対しては，適時検討を
加え，柔軟で効果的な図書館ビジョンの展開を図る。 
 
○ 短期的施策については，優先的に早期の実施に努める。 
平成 14年度に予定している電算システムの更新にあたっては，現システ
ム下における課題の解決を図る。 
また，「都心にふさわしい図書館」の建設計画の推進にあたっては，図書

館施設の機能分担や運営体制のあり方について検討を行い，図書館システ
ム全体の見直しを進める。 

 
○ 図書館ビジョンによる諸施策を実施し，新しい情報環境や多様化・高度
化する情報要求に柔軟に対応する図書館を目指すために，推進体制を設置
し，図書館システム全体の望ましい運営体制・組織機構についての検討を
進める。 

 



＜参考資料１＞ 

 

「札幌市図書館ビジョン」の体系「札幌市図書館ビジョン」の体系「札幌市図書館ビジョン」の体系「札幌市図書館ビジョン」の体系                                                                                                                                                                                                                                
背背背背    景景景景               基本方針基本方針基本方針基本方針             重点課題重点課題重点課題重点課題            施策の方向施策の方向施策の方向施策の方向                          具体的な施策具体的な施策具体的な施策具体的な施策    

                                                                        ＜中・長期的施策＞             ＜短期的施策＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・休館日，開館時間等の見直し 
・利用条件の見直し 

・祝日開館・図書整理日等の検討 
・貸出冊数・貸出期間等の見直し 

・児童・青少年図書コーナーの充実 
・学校図書館との連携 

・配架等の改善 
・学校図書館関係者との情報交流 

・高齢者・障害者関連施設との機能分担と連携 
・高齢者・障害者向け資料の充実と利用環境の整備  

・資料情報・目録の共有化の推進 
 

・ＰＲの促進 
・各種行事の展開 

 
・ホームページの活用 

・電算システムの長期的検討 
・インターネットによるサービスの推進 
 
・電子図書館の調査研究 
 
・地区センター図書室の電算化の推進 
・札幌市教育情報ネットワーク構想との連携 

・電算システムの更新 
・ホームページの充実 
・インターネット環境の整備 
・外部データベース，CD-ROM等の利
用者提供 
・非電算施設の電算化 

・視聴覚資料の収集・サービスの充実  
・外国人に対するサービスの推進 
・外国語資料の整備 

 
・姉妹都市関係資料の収集 

・図書，資料の充実と整備 
・蔵書構成の検討 
・書誌データ等の整備 

・出版環境の変化への対応 
・分担収集の検討 
・電算更新時のデータ整備 

・レファレンス資料の充実 
・検索環境の整備 

 
・利用者用検索機(OPAC)の整備 
・在宅検索の開発 

・大学・専門図書館等との相互協力の推進 
 
 
 
・札幌広域圏図書館情報ネットワーク事業の推進 
・北海道図書館総合目録への支援・参加 

・国立国会図書館総合目録へのデータ提供  
・国立情報学研究所目録所在情報サ
ービスの利用 
・異館種交流の実施 
 

・札幌市生涯学習センターとのネットワークの強化  

・中央図書館をセンター館とした整備の検討 
・資料の集中整理，保存体制の整備 
・市政への情報提供機能の整備の検討 

・図書館サービスの支援機能の強化 
・集中整理の実施 

・図書館サービス網の整備構想 
・都心にふさわしい図書館の建設 
・施設・設備の改修 
・駐車場の改善 
・区民センター図書室，地区センター図書室の整備 

 
・調査・計画 

・組織・運営体制の再編成 
・図書館業務の一部委託の検討 
・物流の見直し 

・事務の集約化 
・外部委託の方針の検討 
 

・専門的職員の配置・育成の促進 
・職員の研修体制の充実 

 
・IT化への対応 

・市民参加による図書館づくり 
・ボランティア，NPO等との連携 
・民間活力の導入 

 
・ボランティア受入体制の検討 

生涯学習社会 

余暇時間の増大 

少子化社会 

高齢化社会 

高度情報通信社会 

国際化社会 

市民の生涯学習の
ための学習環境を
支える図書館 

市民生活をより豊
かにするための知
識と情報を発信す
る図書館 

情報化，国際化，高
度技術化の進展に
対応する図書館 

ゆとりある読書空
間を提供する図書
館 

効果的，効率的，機
能的な運営を目指
す図書館 

● 利用者サービスの充実 
 
● 児童・青少年サービスの充実 
 
● 高齢者・障害者サービスの充実 
 
● 図書館利用の促進 

情報内容，情報環境の
変化に対応する利用
者サービスの質的向
上 

将来の市民ニーズに
対応する柔軟性と機
動性のある利用者サ
ービスの改善と充実 

● 情報サービスの推進 
 
● 視聴覚資料の充実 
 
● 外国語資料の充実 

● 資料収集と蔵書構成の充実 
 
● レファレンス機能の充実 
 
● 各種図書館との連携の強化 
 
● 生涯学習機関相互の連携の強化 

● 図書館機能の整備・充実 
 
● 図書館施設の整備・充実 

● 弾力的な管理運営の見直し 
 
● 専門的職員の育成と配置 
 
● 市民・企業・行政のパートナー 
シップの推進 

市民の要求に応える
魅力ある蔵書・資料構
成と情報提供能力向
上 

中央図書館を拠点と
した有機的な機能分
担 

柔軟で弾力性のある
運営システムの構築 

産業構造の変化 

男女共同参画 

社会参加 

地方分権 

行財政改革 

ノーマライゼーション 



図書館ビジョン 情報提供機能イメージ                                          ＜参考資料 2＞ 

 

 

札幌市図書館システム 

道立図書館 

専門図書館 

本市情報提供施設 
身体障害者・視覚障害者

福祉センター 

他公立図書館 

国会図書館 

学校図書館 

大学図書館 

国立情報学研究所 

Sappi-net 

広域圏図書館
ネットワーク 

生涯学習センター 

 
 

児童・生徒 

障 害 者 

外国人・関連機関 

学生・研究者 

本市情報提供施設 
国際プラザ，天神山国

際ハウス 

本市情報提供施設 
視聴覚センター 

教育機関・各種団体 

中央図書館 

地区図書館 区民センタ
ー図書室等 

 

市 民 

総合的な

情報提供 

情報の流通 
     情報と資料の流通 
太線矢印は新規または強化 

本市情報提供施設 
議会図書室，市政情報セン

ター，文化資料室 



 

 

    
札幌市中央図書館利用者アンケート調査札幌市中央図書館利用者アンケート調査札幌市中央図書館利用者アンケート調査札幌市中央図書館利用者アンケート調査    集計結果（概要）集計結果（概要）集計結果（概要）集計結果（概要）    
    
ⅠⅠⅠⅠ    調査の概要調査の概要調査の概要調査の概要    
 
１１１１    調査の目的調査の目的調査の目的調査の目的    
  札幌市図書館利用者アンケート調査（以下，「アンケー
ト調査」という。）は，札幌市の図書館に対する図書館利
用者の意向・希望を把握し，今後の札幌市図書館のサービ
スの充実及び図書館ビジョンの策定のための基礎資料を
得ることを目的として実施した。 

    
２２２２    調査項目調査項目調査項目調査項目    
アンケート調査の作成にあたっては，①利用者の属性，
②図書館利用状況，③図書館利用目的，④利用する図書館
資料，⑤図書館に対する要望，⑥図書館の満足度に関する
事項を中心に調査項目を設けた。 
全調査項目は，次のとおりである。 
１ 年齢          11 貸出冊数への満足度 
２ 性別          12 貸出期間への満足度  
３ 職業          13 蔵書内容への満足度 
４ 居住区         14 資料検索への満足度 
５ 利用施設        15 開館時間への満足度 
６ 利用頻度        16 開館日数への満足度 
７ 利用目的        17 職員の応対への満足度 
８ 利用資料の種類     18 総合的な満足度 
９ 利用資料の分野       
10  実施・充実を希望するサービス 

    
３３３３    調査日調査日調査日調査日    
日曜日と平日それぞれの利用者に調査を行うこととし，
平成 12年 7月７日（金）と 7月９日（日）の 2日間に分

けて実施した。 
＜参考資料 3＞ 

調査実施：平成調査実施：平成調査実施：平成調査実施：平成 12121212年年年年 7777月月月月 7777日，日，日，日，9999日日日日    
    
    
    
４４４４    調査対象調査対象調査対象調査対象    
調査日における中学生以上の来館者，中央図書館 600
名，地区図書館 900名（100名×9館），計 1,500名のサ
ンプルを得ることを目標に，70%の回収率を想定し，中央
図書館 900 名，地区図書館 1,429 名，計 2,329 名を対象
に実施した。 

                    
５５５５    調査方調査方調査方調査方法法法法    
調査日当日の一定時間中の中学生以上の来館者全員に，
各図書館入口またはカウンンターでアンケート票を職員
が来館者に手渡し，退館時に回答済みの用紙を回収箱に入
れてもらう方式とした。 

 
６６６６    調査票の有効票及び回収状況調査票の有効票及び回収状況調査票の有効票及び回収状況調査票の有効票及び回収状況    
  表１，２のとおり，有効回収率 92.9%，有効回収数 2,168
と高い回収結果となり，集計データの信頼性の高さにつな
がるものと考えられる。 

 
７７７７    回答者の構成回答者の構成回答者の構成回答者の構成 
回答者の属性について，年齢・性別・職業・住所の調査
を行った結果が表３である。各項目ともに偏りがなく，妥
当なサンプル構成と言える。 
なお，住所の項目において，中央区，南区，豊平区の居
住者が多くなっているのは，中央図書館のサンプル数を反
映したものである。 



 

 

表１ アンケート調査有効票等調           

７月７日(金) ７月９日(日) 計 
館   名 

有効票 配布枚数 回収枚数 無効票 有効票 配布枚数 回収枚数 無効票 有効票 配布枚数 回収枚数 無効票 

中央図書館１階 144 150 144   282 300 282   426 450 426 0 

中央図書館２階 125 150 126 1 256 300 257 1 381 450 383 2 

小   計 269 300 270 1 538 600 539 1 807 900 809 2 

新琴似図書館 49 50 49   93 110 93   142 160 142 0 

元町図書館 48 50 48   77 110 77   125 160 125 0 

東札幌図書館 50 50 50   107 110 108 1 157 160 158 1 

西岡図書館 48 50 49 1 106 110 107 1 154 160 156 2 

清田図書館 50 50 50   109 110 109   159 160 159 0 

澄川図書館 45 45 45   102 105 102   147 150 147 0 

山の手図書館 49 49 49   110 110 110   159 159 159 0 

厚別図書館 50 50 50   108 110 108   158 160 158 0 

曙図書館 49 50 49   106 110 106   155 160 155 0 

小   計 438 444 439 1 918 985 920 2 1,356 1,429 1,359 3 

合合合合            計計計計    707 707 707 707 744 744 744 744 709 709 709 709 2 2 2 2 1,456 1,456 1,456 1,456 1,585 1,585 1,585 1,585 1,459 1,459 1,459 1,459 3 3 3 3 2,163 2,163 2,163 2,163 2,329 2,329 2,329 2,329 2,168 2,168 2,168 2,168 5 5 5 5 

 
表２ アンケート調査票の回収状況    

標本数（配布枚数） 回収数 回収率 無効数 有効回収数 有効回収率 

2,329 2,168 93.09 5 2,163 92.87 

 



Ⅱ　集計結果Ⅱ　集計結果Ⅱ　集計結果Ⅱ　集計結果
Ｑ２　主にどの図書館施設をご利用になりますか？

総数
中央図書
館

居住区の地
区図書館

居住区以外
の地区図書
館

区民セン
ター図書室

地区セン
ター図書室

その他の図
書館施設 無記入

地区全 1,356 4.7% 71.5% 8.4% 7.2% 4.4% 2.7% 1.0%
中央 807 79.7% 10.2% 0.7% 2.6% 1.6% 3.5% 1.7%
全館 2,163 32.7% 48.6% 5.5% 5.5% 3.3% 3.0% 1.3%

Ｑ３　どのくらいの頻度で図書館をご利用になりますか？

総数
週に１回
以上

月に１回
以上

半年に１
回以上

ほとんど
利用しな

無記入

地区全 1,356 32.3% 58.3% 6.2% 2.9% 0.3%
中央 807 30.5% 50.2% 12.4% 5.8% 1.1%
全館 2,163 31.6% 55.3% 8.5% 4.0% 0.6%

・居住区の図書館の利用が，全館平均で7割を超えている。
・清田区と厚別区で区民センター利用の値が高いのは，地区図書館との混
同と考えられる。

・全館とも，週に1回以上の利用者が平均で31.6%，月1回以上が55.3%となっ
ており，繰り返しての利用者が多い。
・地区館平均では，それぞれ32.3%，58.3%であり，中央館の30.5%，50.2%と比
較して，より地域の身近な図書館として機能していることが窺われる。

Q2　主に利用する図書館施設

4.7%

79.7%

32.7%

71.5%

10.2%

48.6%

8.4%

0.7%

5.5%

7.2%

2.6%

5.5%

4.4%

1.6%

3.3%

2.7%

3.5%

3.0%

1.0%

1.7%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

中央図書館 居住区の地区図書館 居住区以外の地区図書館 区民センター図書室 地区センター図書室 その他の図書館施設 無記入

Q3　利用頻度

32.3%

30.5%

31.6%

58.3%

50.2%

55.3%

6.2%

12.4%

8.5%

2.9%

5.8%

4.0%

0.3%

1.1%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

週に１回以上 月に１回以上 半年に１回以上 ほとんど利用しない 無記入
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Ｑ４　主にどのような目的で図書館をご利用になりますか？３つ以内でご記入ください。

総数
貸出や返
却のため

閲覧や視
聴のため

調べもの
（調査、研
究）のた

自習のた
め

行事への
参加のた

め

特に目的
はない

その他 無記入

地区全 2,564 42.0% 17.9% 22.4% 11.0% 1.6% 3.4% 1.6% 0.2%
中央 1,656 31.1% 22.7% 29.2% 12.8% 0.4% 2.5% 0.8% 0.4%
全館 4,220 37.7% 19.8% 25.1% 11.7% 1.1% 3.1% 1.3% 0.3%

Ｑ５　よくご利用になる資料は何ですか？３つ以内でご記入ください。

総数 一般図書 専門書 児童図書 紙芝居 参考図書 地域資料 洋書 雑誌 新聞 ＣＤ，カセット ＬＤ，ビデオ 電話帳 その他 無記入
地区全 2,881 41.3% 14.3% 8.8% 1.3% 9.3% 4.4% 1.6% 11.1% 5.1% 1.7% 0.2% 0.2% 0.2% 0.3%
中央 1,797 33.6% 19.6% 4.8% 0.6% 10.4% 4.6% 1.2% 10.9% 4.6% 5.3% 3.2% 0.4% 0.2% 0.7%
全館 4,678 38.4% 16.4% 7.3% 1.0% 9.7% 4.5% 1.4% 11.0% 4.9% 3.1% 1.4% 0.3% 0.2% 0.5%

Q4　利用目的

42.0%

31.1%

37.7%

17.9%

22.7%

19.8%

22.4%

29.2%

25.1%

11.0%

12.8%

11.7%

1.6%

0.4%

1.1%

3.4%

2.5%

3.1%

1.6%

0.8%

1.3%

0.2%

0.4%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

貸出や返却のため 閲覧や視聴のため 調べもの（調査、研究）のため 自習のため 行事への     参加のため 特に目的はない その他 無記入

Q5　利用する資料の種類

41.3%

33.6%

38.4%

14.3%

19.6%

16.4%

8.8%

4.8%

7.3%

1.3%

0.6%

1.0%

9.3%

10.4%

9.7%

4.4%

4.6%

4.5%

1.6%

1.2%

1.4%

11.1%

10.9%

11.0%

5.1%

4.6%

4.9%

1.7%

5.3%

3.1%

0.2%

3.2%

1.4%

0.2%

0.4%

0.3%

0.2%

0.2%

0.2%

0.3%

0.7%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

一般図書 専門書 児童図書 紙芝居 参考図書 地域資料 洋書 雑誌 新聞 ＣＤ，カセット ＬＤ，ビデオ 電話帳 その他 無記入
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Ｑ６　よくご利用になる資料の分野は何ですか？　３つ以内でご記入ください。

総数
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
関係

哲学・宗
教

歴史
地理・ｶﾞｲ
ﾄﾞﾌﾞｯｸ・地

図

経済・社
会

ﾋﾞｼﾞﾈｽ書 福祉 教育 科学 医学 工学 環境問題
育児・出

産
料理・手

芸
産業 園芸

美術・芸
術

音楽・演
劇

スポーツ
言語学・
語学

小説・文
学

その他 無記入

地区全 3,113 3.2% 3.7% 9.8% 6.6% 6.3% 3.0% 2.4% 4.4% 2.6% 3.2% 1.3% 1.2% 1.3% 8.1% 0.6% 2.5% 3.5% 1.8% 4.0% 1.9% 25.6% 1.6% 1.3%
中央 1,844 4.1% 3.5% 8.7% 6.0% 8.8% 4.6% 2.3% 4.0% 3.5% 3.4% 2.8% 1.4% 0.4% 5.4% 1.8% 1.6% 5.6% 5.4% 3.5% 2.9% 17.5% 1.8% 1.1%
全館 4,957 3.6% 3.7% 9.4% 6.4% 7.2% 3.6% 2.3% 4.2% 2.9% 3.3% 1.8% 1.3% 1.0% 7.1% 1.1% 2.2% 4.3% 3.1% 3.8% 2.3% 22.6% 1.7% 1.2%

・地区館では小説，料理，育児，園芸，スポーツなど
日常の身近な主題の資料がよく利用されている。
・中央館ではコンピュータ，経済・社会，ビジネス，科
学，工学，産業などビジネス，研究関連の資料の利
用が多い。また芸術関係資料の利用も多い。

地区館全体

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関係
3.2%

哲学・宗教
3.7%

歴史
9.8%

地理・ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ・地
図

6.6%

経済・社会
6.3%

ﾋﾞｼﾞﾈｽ書
3.0%

福祉
2.4%

教育
4.4%

科学
2.6%

医学
3.2%

工学
1.3%

環境問題
1.2%

育児・出産
1.3%

料理・手芸
8.1%

産業
0.6%

園芸
2.5%

美術・芸術
3.5%

音楽・演劇
1.8%

スポーツ
4.0%

言語学・語学
1.9%

小説・文学
25.6%

その他
1.6%

無記入
1.3%

中央館

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関係
4.1% 哲学・宗教

3.5%

歴史
8.7%

地理・ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ・地
図

6.0%

経済・社会
8.8%

ﾋﾞｼﾞﾈｽ書
4.6%

福祉
2.3%

教育
4.0%科学

3.5%医学
3.4%

工学
2.8%

環境問題
1.4%

育児・出産
0.4%

料理・手芸
5.4%

産業
1.8%

園芸
1.6%

美術・芸術
5.6%

音楽・演劇
5.4%

スポーツ
3.5%

言語学・語学
2.9%

小説・文学
17.5%

その他
1.8%

無記入
1.1%
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Ｑ７　次の図書館の事業・サービスのうち，充実を希望されるものはどれですか？３つ以内でご記入ください。

        また，具体的なご提案をご記入いただければ幸いです。

　区　　分 総数
図書館利用
案内・ＰＲを
充実させる

インターネッ
トやデータ
ベースを利
用できるよう

にする

レファレンス
サービス（資
料の紹介・
相談）を充
実させる

行事（講演
会，講座，
展示，読み
聞かせ等）
を充実させ

高齢者や障
害者への
サービスを
充実させる

児童への
サービスを
充実させる

図書館運営
への市民ボ
ランティア等
の参加を推

進する

図書館の施
設を充実さ

せる

図書館の設
備を充実さ

せる
その他 無記入

・図書館の設備の充実には，その具体案での蔵書の
充実が含まれているため，特に地区館において，高
い比率となっている。
・インターネット利用，レファレンスの充実を希望する
比率が，特に中央館において高くなっている。

地区全 2,657 10.9% 17.2% 6.8% 6.8% 6.2% 5.2% 4.1% 15.1% 17.3% 3.7% 6.7%

中央 1,526 8.2% 23.9% 9.7% 6.7% 5.2% 3.9% 4.6% 13.1% 14.3% 3.6% 6.8%

全館 4,183 9.9% 19.7% 7.9% 6.7% 5.8% 4.8% 4.3% 14.4% 16.2% 3.6% 6.7%

Q7　充実を希望するサービス

10.9%

8.2%

9.9%

17.2%

23.9%

19.7%

6.8%

9.7%

7.9%

6.8%

6.7%

6.7%

6.2%

5.2%

5.8%

5.2%

3.9%

4.8%

4.1%

4.6%

4.3%

15.1%

13.1%

14.4%

17.3%

14.3%

16.2%

3.7%

3.6%

3.6%

6.7%

6.8%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

図書館利用案内・ＰＲを充実させる インターネットやデータベースを利用できるようにする レファレンスサービス（資料の紹介・相談）を充実させる 行事（講演会，講座，展示，読み聞かせ等）を充実させる

高齢者や障害者へのサービスを充実させる 児童への      サービスを          充実させる 図書館運営への市民ボランティア等の参加を推進する 図書館の施設を充実させる

図書館の設備を充実させる その他 無記入
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Ｑ８－１　貸出冊数（図書４冊，視聴覚資料２点までです）
　区　　分 総数

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 1,026 75.7% 15 1.1% 274 20.2% 41 3.0%
中央 807 605 75.0% 20 2.5% 155 19.2% 27 3.3%
全館 2,163 1,631 75.4% 35 1.6% 429 19.8% 68 3.1%

Ｑ８－２　貸出期間（図書２週間，視聴覚資料１週間以内です）

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 1,049 77.4% 27 2.0% 230 17.0% 50 3.7%
中央 807 600 74.3% 16 2.0% 164 20.3% 27 3.3%
全館 2,163 1,649 76.2% 43 2.0% 394 18.2% 77 3.6%

・全館平均で75.4%が現在の貸出上限冊数を適当と回答してお
り，概ね満足を得られているものと思われる。
・ただし，視聴覚資料について，自由記載欄，余白等に，図書並
みの点数への改善希望があった。

　区　　分 総数
適当 長い ・全館平均で76.2%が現在の貸出期間を適当と回答しており，概

ね満足を得られているものと思われる。
・ただし，視聴覚資料について，自由記載欄，余白等に図書並の
期間への改善希望があった。

適当 多い 少ない 無記入

短い 無記入

Q8-2 貸出期間

77.4%

74.3%

76.2%

2.0%

2.0%

2.0%

17.0%

20.3%

18.2%

3.7%

3.3%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

適当 ％ 長い ％ 短い ％ 無記入 ％

Q8-1　貸出冊数

75.7%

75.0%

75.4%

1.1%

2.5%

1.6%

20.2%

19.2%

19.8%

3.0%

3.3%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

適当 ％ 多い ％ 少ない ％ 無記入 ％



Ｑ８－３　蔵書内容（お求めの資料はありましたか）

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 140 10.3% 687 50.7% 452 33.3% 77 5.7%
中央 807 149 18.5% 425 52.7% 193 23.9% 40 5.0%
全館 2,163 289 13.4% 1,112 51.4% 645 29.8% 117 5.4%

Ｑ８－４　資料検索（資料は見つけやすいですか）

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 309 22.8% 743 54.8% 211 15.6% 93 6.9%
中央 807 201 24.9% 423 52.4% 139 17.2% 44 5.5%
全館 2,163 510 23.6% 1,166 53.9% 350 16.2% 137 6.3%

・全館平均で51.4%が普通と回答する一方，足りなかったとの回答が
29.8%にのぼり，十分あったとの回答は13.4%にとどまっており，特に地区
図書館においては高率である。
・最も蔵書数が多い中央館においても，足りなかった（23.9%）が十分あっ
た（18.5%）を上回っており，全館とも資料の充実が求められている。

・資料の見つけやすさでは，普通との回答が全館平均で，53.9%と
半数強となっている。
・中央館においては，見つけやすい，見つけづらいともに，全館
平均より高くなっており，きめの細かい資料案内が必要と思われ
る。

足りなかった 無記入

見つけづらい 無記入

　区　　分 総数

　区　　分 総数
見つけやすい 普通

十分あった 普通

Q8-3 蔵書内容

10.3%

18.5%

13.4%

50.7%

52.7%

51.4%

33.3%

23.9%

29.8%

5.7%

5.0%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

十分あった ％ 普通 ％ 足りなかった ％ 無記入 ％

Q8-4 資料検索

22.8%

24.9%

23.6%

54.8%

52.4%

53.9%

15.6%

17.2%

16.2%

6.9%

5.5%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

見つけやすい ％ 普通 ％ 見つけづらい ％ 無記入 ％



Ｑ８－５　開館時間（利用したい時間に開いていますか）

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 610 45.0% 68 5.0% 620 45.7% 58 4.3%
中央 807 369 45.7% 43 5.3% 357 44.2% 38 4.7%
全館 2,163 979 45.3% 111 5.1% 977 45.2% 96 4.4%

Ｑ８－６　開館日数（利用したい日に開いていますか）

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 882 65.0% 28 2.1% 380 28.0% 66 4.9%
中央 807 448 55.5% 19 2.4% 304 37.7% 36 4.5%
全館 2,163 1,330 61.5% 47 2.2% 684 31.6% 102 4.7%

・適当との回答が，全館平均で61.5%であるが，一方もっと多くと
の回答が31.6%にのぼっている。
・特に中央館においては，適当が55.5%と半数強であり，もっと多
くは37.7%と，開館日数の増加を求める声が強い。

・適当との回答が，全館平均で45.3%と半数を割っている。
・もっと遅くまでとの回答が，全館平均で45.2%の高率であり，全
体的に開館時間の検討が求められている。

　区　　分 総数
適当 無記入

　区　　分 総数
適当 もっと少なくてよい もっと多く 無記入

もっと早くから もっと遅くまで

Q8-5 開館時間

45.0%

45.7%

45.3%

5.0%

5.3%

5.1%

45.7%

44.2%

45.2%

4.3%

4.7%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

適当 ％ もっと早くから ％ もっと遅くまで ％ 無記入 ％

Q8-6 開館日数

65.0%

55.5%

61.5%

2.1%

2.4%

2.2%

28.0%

37.7%

31.6%

4.9%

4.5%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

適当 ％ もっと少なくてよい ％ もっと多く ％ 無記入 ％



Ｑ８－７　職員（応対した職員の印象はいかがでしたか）

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 741 54.6% 544 40.1% 31 2.3% 40 2.9%
中央 807 396 49.1% 359 44.5% 26 3.2% 26 3.2%
全館 2,163 1,137 52.6% 903 41.7% 57 2.6% 66 3.1%

Ｑ８－８　総合（全体としての図書館の印象はいかがでしたか）

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
地区全 1,356 657 48.5% 632 46.6% 22 1.6% 45 3.3%
中央 807 421 52.2% 349 43.2% 11 1.4% 26 3.2%
全館 2,163 1,078 49.8% 981 45.4% 33 1.5% 71 3.3%

・全館平均では，良いが49.8%，普通が45.4%で，悪いは1.5%にとど
まっており，全体的に良好な印象であることが窺える。

・全館平均では，良いが52.6%，普通が41.7%で，全体的に良好で
はあるが，悪いとの回答も2.6%見られることから，研修等を通じよ
り一層の向上を図る必要がある。

普通 悪い 無記入

　区　　分 総数
良い 普通 悪い 無記入

　区　　分 総数
良い

Q8-7 職員

54.6%

49.1%

52.6%

40.1%

44.5%

41.7%

2.3%

3.2%

2.6%

2.9%

3.2%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

良い ％ 普通 ％ 悪い ％ 無記入 ％

Q8-8 総合

48.5%

52.2%

49.8%

46.6%

43.2%

45.4%

1.6%

1.4%

1.5%

3.3%

3.2%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地区全

中央

全館

良い ％ 普通 ％ 悪い ％ 無記入 ％



 

 

図書館をご利用の皆様へ図書館をご利用の皆様へ図書館をご利用の皆様へ図書館をご利用の皆様へ    ＜アンケート調査のお願い＞＜アンケート調査のお願い＞＜アンケート調査のお願い＞＜アンケート調査のお願い＞    
 
アンケート調査のお願い 
 この図書館利用者アンケート調査票は，今後の図書館サービスの充実のための計画を立てる際の資料とさせていただきます。 
 ご記入の上，カウンター職員にお渡しいただくか，アンケート回収箱にお入れください。ご協力いただければ大変幸いに存じます。 
 なお，このアンケート調査は，他の目的には一切使用いたしません。 

 
これより以下のアンケートについて，これより以下のアンケートについて，これより以下のアンケートについて，これより以下のアンケートについて，あてはまる番号をそれぞれの質問の右のあてはまる番号をそれぞれの質問の右のあてはまる番号をそれぞれの質問の右のあてはまる番号をそれぞれの質問の右の    □□□□    の中にご記入ください。の中にご記入ください。の中にご記入ください。の中にご記入ください。    
 
Ｑ１Ｑ１Ｑ１Ｑ１    最初にあなたご自最初にあなたご自最初にあなたご自最初にあなたご自身に関することでお尋ねします。身に関することでお尋ねします。身に関することでお尋ねします。身に関することでお尋ねします。    
①年齢   １ 13歳～18歳  ２ 19歳～22歳  ３ 23歳～29歳  ４ 30歳代  ５ 40歳代    
      ６ 50歳代     ７ 60歳～64歳  ８ 65歳以上 
②性別   １ 男性       ２ 女性 
③職業   １ 生徒・学生   ２ 会社員・団体職員   ３ 公務員   ４ 自営業      
      ５ パート・アルバイト   ６ 主婦(専業)   ７ 無職・その他  
 ④居住区  １ 中央区  ２ 北区   ３ 東区   ４ 白石区  ５ 厚別区  ６ 豊平区 
       ７ 清田区  ８ 南区   ９ 西区   10 手稲区  11 札幌市外 
 
Ｑ２Ｑ２Ｑ２Ｑ２    主にどの図書館施設をご利用になりますか？主にどの図書館施設をご利用になりますか？主にどの図書館施設をご利用になりますか？主にどの図書館施設をご利用になりますか？    
 １ 中央図書館   ２ 居住区の地区図書館   ３ 居住区以外の地区図書館（理由：              ） 
４ 区民センター図書室   ５ 地区センター図書室   ６ その他の図書館施設 

 
Ｑ３Ｑ３Ｑ３Ｑ３    どのくらいの頻度で図書館をご利用になりますか？どのくらいの頻度で図書館をご利用になりますか？どのくらいの頻度で図書館をご利用になりますか？どのくらいの頻度で図書館をご利用になりますか？    
 １ 週に 1回以上   ２ 月に 1回以上   ３ 半年に 1回以上   ４ ほとんど利用しない 
 
Ｑ４Ｑ４Ｑ４Ｑ４    主にどのような目的で図書館をご利用になりますか？３つ以内でご記入ください。主にどのような目的で図書館をご利用になりますか？３つ以内でご記入ください。主にどのような目的で図書館をご利用になりますか？３つ以内でご記入ください。主にどのような目的で図書館をご利用になりますか？３つ以内でご記入ください。 
 １ 貸出や返却のため   ２ 閲覧や視聴のため   ３ 調べもの（調査，研究）のため   ４ 自習のため 
 ５ 行事への参加のため   ６ 特に目的はない   ７ その他（           ） 
 
Ｑ５Ｑ５Ｑ５Ｑ５    よくご利用になる資料は何ですか？３つ以内でご記入くださいよくご利用になる資料は何ですか？３つ以内でご記入くださいよくご利用になる資料は何ですか？３つ以内でご記入くださいよくご利用になる資料は何ですか？３つ以内でご記入ください。。。。    
 １ 一般図書（趣味・娯楽・教養書）   ２ 専門書   ３ 児童図書   ４ 紙芝居    
 ５ 参考図書（事典，辞書，年鑑，白書，統計など）   ６ 地域資料（北海道，札幌関係資料）  ７ 洋書 
 ８ 雑誌   ９ 新聞（一般紙，業界紙，縮刷版，マイクロフィルム等） 
 10 CD，カセット   11 LD，ビデオ   12 電話帳   13 その他（          ） 

 
Ｑ６Ｑ６Ｑ６Ｑ６    よくご利用になる資料の分野は何ですか？３つ以内でご記入くださいよくご利用になる資料の分野は何ですか？３つ以内でご記入くださいよくご利用になる資料の分野は何ですか？３つ以内でご記入くださいよくご利用になる資料の分野は何ですか？３つ以内でご記入ください。。。。    
 １ コンピュータ関係   ２ 哲学・宗教   ３ 歴史   ４ 地理・ガイドブック・地図 
 ５ 経済・社会   ６ ビジネス書   ７ 福祉   ８ 教育   ９ 科学  10 医学 
 11 工学   12 環境問題   13 育児・出産   14 料理・手芸   15 産業   16 園芸 
 17 美術・芸術   18 音楽・演劇   19 スポーツ   20 言語学・語学   21 小説・文学 

22 その他（             ）     
 
Ｑ７Ｑ７Ｑ７Ｑ７    次の図書館のサービスのうち，充実を希望されるものはどれですか？３つ以内でご記入ください次の図書館のサービスのうち，充実を希望されるものはどれですか？３つ以内でご記入ください次の図書館のサービスのうち，充実を希望されるものはどれですか？３つ以内でご記入ください次の図書館のサービスのうち，充実を希望されるものはどれですか？３つ以内でご記入ください。 
   また，具また，具また，具また，具体的なご提案をご記入いただければ幸いです。体的なご提案をご記入いただければ幸いです。体的なご提案をご記入いただければ幸いです。体的なご提案をご記入いただければ幸いです。 
 １ 図書館利用案内・ＰＲを充実させる 
２ インターネットやデータベースを利用できるようにする 
３ レファレンス・サービス（資料の紹介・相談）を充実させる 
４ 行事（講演会，講座，展示，読み聞かせ等）を充実させる 
５ 高齢者や障害者へのサービスを充実させる 
６ 児童へのサービスを充実させる      
７ 図書館運営への市民ボランティア等の参加を推進する 
８ 図書館の施設を充実させる   ９ 図書館の設備を充実させる   10 その他 

 
 
Ｑ８Ｑ８Ｑ８Ｑ８    図書館をご利用になった時，どのような印象を受けられましたか？図書館をご利用になった時，どのような印象を受けられましたか？図書館をご利用になった時，どのような印象を受けられましたか？図書館をご利用になった時，どのような印象を受けられましたか？    
 ① 貸出冊数（図書 4冊,視聴覚資料 2点までです）   １ 適当      ２ 多い     ３ 少ない 
 ② 貸出期間（図書 2週間,視聴覚資料 1週間以内です） １ 適当      ２ 長い     ３ 短い 
 ③ 蔵書内容（お求めの資料はありましたか）       １ 十分あった   ２ 普通     ３ 足りなかった 
 ④ 資料検索（資料は見つけやすいですか）           １ 見つけやすい ２ 普通     ３ 見つけづらい 
 ⑤ 開館時間（利用したい時間に開いていますか）     １ 適当  ２ もっと早くから   ３ もっと遅くまで 
 ⑥ 開館日数（利用したい日に開いていますか）      １ 適当  ２ もっと少なくてよい ３ もっと多く 
 ⑦ 職員（応対した職員の印象はいかがでしたか）    １ 良い     ２ 普通     ３ 悪い 
 ⑧ 総合（全体としての図書館の印象はいかがでしたか）１ 良い     ２ 普通     ３ 悪い 
 
 
Ｑ９Ｑ９Ｑ９Ｑ９    その他，図書館をご利用になって，お気づきの点やご要望がありましたら，ご記入ください。その他，図書館をご利用になって，お気づきの点やご要望がありましたら，ご記入ください。その他，図書館をご利用になって，お気づきの点やご要望がありましたら，ご記入ください。その他，図書館をご利用になって，お気づきの点やご要望がありましたら，ご記入ください。    
 
 
 

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました    
札幌市中央図書館札幌市中央図書館札幌市中央図書館札幌市中央図書館    

Ｑ１－①  

Ｑ１－②  

Ｑ１－③  

Ｑ１－④  

Ｑ２  

Ｑ３  

 

 Ｑ４ 
 

 

 Ｑ５ 
 

 

 Ｑ６ 
 

 

 Ｑ７ 
 

具体案（選択番号    ） 

Ｑ８－①  

Ｑ８－②  

Ｑ８－③  

Ｑ８－④  

Ｑ８－⑤  
Ｑ８－⑥  

Ｑ８－⑦  

Ｑ８－⑧  



 

 

＜参考資料 4＞ 

「札幌の図書館を語る懇談会」開催経過「札幌の図書館を語る懇談会」開催経過「札幌の図書館を語る懇談会」開催経過「札幌の図書館を語る懇談会」開催経過 

 回 内        容 
○ 出席者紹介 
○ 座長選出 
○ 図書館の現状の説明 
○ 利用者アンケート調査結果の説明 

第 1回 
平成 12年 

9月 4日(月) 

○ 背景の説明 
○ 会の進め方及び基本方針に係る意見交換 
 

第 2回 
10月 4日(水) 

 

○ 「札幌の図書館の将来を考えるための基本的方針」について 
（座長提案資料） 

○ 「基本的方向を実現するための課題」について 
（座長提案資料） 

○ 「基本方針」及び「課題」に係る意見交換 
 

10月 24日(火) ○ 「札幌の図書館の未来を語る集い 第 1回」開催 
    

第 3回 
11月 7日(火) 

○ 「札幌の図書館の未来を語る集い 第 1回」報告 
○ 「具体的な施策」に係る意見交換 

12月 9日(土) ○ 「札幌の図書館の未来を語る集い 第 2回」開催 
 

第 4回 
12月 19日(火) 

○ 最近の図書館整備状況の説明（事務局） 
○ 「札幌の図書館の未来を語る集い 第 2回」報告 
○ 「都心にふさわしい図書館」について 
○ 「具体的な施策」に係る意見交換 
 

第 5回 
平成 13年 

1月 23日(火) 
 

○ 「具体的な施策」の集約 
○ 全体の取りまとめ 

第 6回 
2月 27日(火) 

○ 提言書案の調整について 
 

3月 15日(木) ○ 教育長あて提言書手交 

 



 

 

「札幌の図書館を語る懇談会」名簿「札幌の図書館を語る懇談会」名簿「札幌の図書館を語る懇談会」名簿「札幌の図書館を語る懇談会」名簿    

    

（敬称略・五十音順，所属は開催当時）    
氏   名 所     属 

青柳  史匡 
札幌市立明園中学校校長 
札幌市学校図書館協議会会長 

大竹 千鶴子 
社会教育委員 
札幌市体育指導委員会女性委員会委員長 

小澤 由美子 
図書館利用者代表 
読み聞かせボランティアサークル「大きな木」代表 

梶   美子 「札幌の図書館づくりをすすめる会」代表 

神田  直也 札幌市身体障害者福祉協会代表 

小田   清 
北海学園大学開発研究所長・北海学園大学教授 
専門図書館協議会北海道資料センター 

田端 美智子 
図書館利用者代表 
中央図書館読み聞かせの会「ねこやなぎ」代表 

乳井  克憲 札幌国際大学教授 

座長座長座長座長    
土橋  信男 

北星学園大学教授 
社会教育委員会議議長 

平野 美和子 
図書館利用者代表 
山の手図書館読み聞かせの会「おはなしかご」代表 

藤島   隆 
北海道大学附属図書館情報サービス課長 
北海道地区大学図書館協議会 

山口  富美 札幌市老人クラブ連合会会長 

 



 

 

 

 

札幌市図書館ビジョン札幌市図書館ビジョン札幌市図書館ビジョン札幌市図書館ビジョン    

平成 14 年 1 月発行 
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